
お問合わせ先（本所または管轄の支所へご連絡ください）
本支所 電話番号 FAX番号 郵便番号 住　　所

086-（276）1411

086-（276）1590

086-（276）1412
086-（276）5556
0869-（92）0506
0866-（92）1801
0866-（83）2650
0866-（22）3456
0867-（72）4465
0867-（44）5528
0868-（36）6170
0868-（38）1244

クイズに挑戦

No.12（春号）の解答 「一筆」方式

＜個人情報の取り扱いについて＞ 
皆さまからいただいた個人情報については、適切に管理するとともに、賞品の発送及び
広報紙作成の参考とする以外の目的には使用いたしません。

広報紙の中に
ヒントがあるよ

Q
ジャンボタニシの防除対策として、冬場は
ほ場の耕うん作業、移植後は薬剤散布と
「○○○」を徹底しましょう。

答え：○○○
※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.16（春号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

●応募締切／令和4年12月16日（金）（当日消印有効）
〒703-8265 岡山市中区倉田436-2
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 「クイズに挑戦」係

●宛先／
のうぎょう川柳のうぎょう川柳 クイズ＆

応募方法・宛先
E-mail　kikaku@ok-nosai.or.jp

メールはこちら

総務課（代表番号）
企画情報課
監査室
収穫共済課
資産共済課
収入保険課
家畜課
岡山支所
東備支所
倉敷支所
井笠支所
高梁支所
新見支所
真庭支所
津山支所
勝英支所

086-（277）5531
086-（277）5532
086-（277）5534
086-（277）5553
086-（277）5554
086-（277）5548
086-（277）5539
086-（277）5511
0869-（92）0404
0866-（92）1771
0866-（83）2600
0866-（21）0350
0867-（72）4455
0867-（44）5520
0868-（36）7730
0868-（38）1240

本
　
所

支
　
所

〒703-8265

〒709-0451
〒719-1156
〒714-1201
〒716-0062
〒718-0017
〒717-0023
〒708-1205
〒709-4316

岡山市中区倉田436番地2

和気郡和気町和気438番地10
総社市門田85
小田郡矢掛町矢掛2979番地1
高梁市落合町近似267番地29
新見市西方423番地6
真庭市江川794番地1
津山市新野東567番地
勝田郡勝央町勝間田201番地

●本体：約230×345×75mm　●AC100V-800W

正解者の中から抽選で5名様に

株式会社城北農産あいがもファーム

　「子供たちに農薬を使わないお米を」との思いから、前身団体で
ある旧勝山町の若手農業者が集まった「後継者クラブ」が有機JAS
及び、岡山県独自認証制度の「おかやま有機無農薬農産物」の認証
を受け、有機無農薬の水稲栽培を開始しました。
　その後、後継者クラブの農業者が中心となって「勝山町無農薬米
生産組合」を発足。平成26年に法人化し、現在もアイガモ農法を
ベースとした農薬、化学肥料を一切使用しない「勝山あいがも米」を
販売するとともに、地域の受託作業を広範囲に請け負うなど、精力的
な活動を続けています。

表紙紹介

「　　　  
  たこ焼き
  2WAYプレート」
をプレゼント

「　　　  
  たこ焼き
  2WAYプレート」
をプレゼント

「　　　  
  たこ焼き
  2WAYプレート」

アイリスオーヤマ
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「
地
域
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
何
と
か
や
っ
て

い
ま
す
」――

　
そ
う
語
る
の
は
、

真
庭
市
旧
勝
山
町
城
北
地
域
を

中
心
に
水
稲
栽
培・農
作
業
受
託
を

メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
る
株
式
会
社

城
北
農
産
あ
い
が
も
フ
ァ
ー
ム
代
表

取
締
役
の
福
島 

康
夫
さ
ん（
61
）。

　
同
社
は
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
等
を
積
極
的
に
活
用
。

制
度
の
対
象
と
な
る
17
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
の
獣
害
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。
法
人
と
し
て
は
約
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
す
る
一
方
で
、

地
域
の
子
供
た
ち
に
農
薬
を
使
っ
て
い
な
い
米
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
で
早
く
か
ら
ア
イ
ガ
モ
農
法
を
導
入
す
る
な
ど
、ま
さ
に

地
域
農
業
の
要
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
も
例
年
、イ
ノ
シ
シ
等
に
よ
る
稲
の
被
害
に
苦
慮
し
て
お
り
、

「
N
O
S
A
I
の
水
稲
共
済
損
害
防
止
事
業
や
他
の
補
助
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
、毎
年
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
ほ
場
の
条
件
に

合
わ
せ
な
が
ら
設
置
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
社
で
は
地
域
住
人
に
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
草
刈
り
や
、ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

の
設
置
な
ど
を
協
力
し
て
も
ら
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、「
自
分
た
ち
だ
け

で
は
全
部
は
で
き
な
い
か
ら
ね
。こ
れ

か
ら
も
地
域
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
福
島
さ
ん
は

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
産
水
稲
の
収
穫
が
県
下
で
徐
々
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
水
稲
の
出
来
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
例
年
ど
お
り
上
手
に
作
れ
た
方
、

残
念
な
が
ら
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
、
そ
れ
ぞ
れ

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て

い
る
水
稲
共
済
で
す
が
、
主
な
支
払
要
因
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

毎
年
上
位
の
支
払
要
因
と
な
る
被
害
は
「
獣
害
」

と「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
過
去
３
年
間
の
平
均
で
獣
害
が

３
，
５
０
０
万
円
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
８
０
０
万

円
と
、
毎
年
多
額
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
二
つ
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
皆
様
に
ご
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
を
束
ね
、獣
害
か
ら
稲
を
守
る

令和３年産水稲共済金支払額

主に県南部に広く分布し、稚苗
の食害により大きな被害を
もたらすジャンボタニシの対策
をまとめました

水稲栽培    の基本は災害への備えです！水稲栽培    の基本は災害への備えです！

移植後の対策　　薬剤散布と水管理
ジャンボタニシの発生初期に
薬剤散布で被害の拡大を防ぎます
スクミノンもしくはジャンボたにしくん（いずれも２回
以内、収穫60日前まで）、スクミンベイト（発生時の使用
回数に制限はありません）を散布します。
※各薬剤の説明をよくご覧いただいたうえでご使用ください。

薬
剤
散
布

①水深４センチ以下の浅水管理
移植後の柔らかい苗を好んで食べるジャンボタニシは、
水中でなければ苗を食べることができません。移植後３週間
程度は水深を4センチ以下に保つことで食害を低減させる
ことができます。

②水口・水尻への金網の設置
用水路には越冬に成功したジャンボタニシがたくさん！
網目が9㎜以下でゴミがつまらない金網を設置してジャンボ
タニシのほ場への侵入を防ぎましょう。

水
管
理

本記事の作成にあたっては岡山県農林水産総合センターに
ご協力・監修をいただき作成しました。

①または②のいずれかを選んで申請していただけます。
①、②ともに交付上限金額は３万円です。（集団実施の場合は１０万円）
申請用紙が必要な方は最寄りのNOSAI各支所までお問い合わせください。

緊 急 令和５年産に向けての防除対策を行いましょう

令和４年産水稲防除を目的に新規に購入した病虫害防除用薬剤
の購入費用に対して、防除実施面積10アールあたり150円を助成
します。

②病虫害防除薬剤購入助成

水稲共済損害防止事業の申請期限は10月末です
水稲共済加入者必見！

 期限迫る！！

令和４年産水稲共済の責任期間中に新規に設置した電気柵・
金網・トタン等の購入費用に対して、資材費の10％または加入
面積10アールあたり1，000円のいずれか低い金額を助成します。

①イノシシ等侵入防止施設設置資材助成

ジャンボタニシは暖かい南米出身！
寒い冬場はタニシ対策の絶好のチャンスです！
寒さを嫌うジャンボタニシは地中に潜って越冬します。
そのため、ほ場を数回耕起して寒さにさらしたり、殻を破壊する
ことで駆除することができます。また、ロータリーの回転速度を
速くして、浅く細かく耕すことでより高い効果が見込まれます。

冬場の対策　　ほ場の耕うん作業

獣 害
3,200約 万円

病 害
2,500約 万円

ジャンボタニシ
600約 万円

その他
700約 万円

令和３年産水稲共済金支払要因

インタビュー

約7,000万円

▲電気柵を張り巡らした水田
　地域まとめて１７ヘクタールの水田を防護

▲代表取締役 福島 康夫さん（写真右）と取締役 谷口 誠一さん（写真左）

ふ
く
し
ま  

や
す  

お

たにぐち せいいち
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止
事
業
や
他
の
補
助
制
度
を
活
用

し
な
が
ら
、毎
年
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
を
ほ
場
の
条
件
に

合
わ
せ
な
が
ら
設
置
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
同
社
で
は
地
域
住
人
に
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
草
刈
り
や
、ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

の
設
置
な
ど
を
協
力
し
て
も
ら
っ
て
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る
と
の
こ
と
で
、「
自
分
た
ち
だ
け

で
は
全
部
は
で
き
な
い
か
ら
ね
。こ
れ

か
ら
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地
域
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
福
島
さ
ん
は

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
産
水
稲
の
収
穫
が
県
下
で
徐
々
に

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
水
稲
の
出
来
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
例
年
ど
お
り
上
手
に
作
れ
た
方
、

残
念
な
が
ら
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
、
そ
れ
ぞ
れ

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
多
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の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て

い
る
水
稲
共
済
で
す
が
、
主
な
支
払
要
因
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

毎
年
上
位
の
支
払
要
因
と
な
る
被
害
は
「
獣
害
」

と「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
過
去
３
年
間
の
平
均
で
獣
害
が

３
，
５
０
０
万
円
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
８
０
０
万

円
と
、
毎
年
多
額
の
共
済
金
を
お
支
払
い
し
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
こ
の
二
つ
の
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
皆
様
に
ご
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
を
束
ね
、獣
害
か
ら
稲
を
守
る

令和３年産水稲共済金支払額

主に県南部に広く分布し、稚苗
の食害により大きな被害を
もたらすジャンボタニシの対策
をまとめました

水稲栽培    の基本は災害への備えです！水稲栽培    の基本は災害への備えです！

移植後の対策　　薬剤散布と水管理
ジャンボタニシの発生初期に
薬剤散布で被害の拡大を防ぎます
スクミノンもしくはジャンボたにしくん（いずれも２回
以内、収穫60日前まで）、スクミンベイト（発生時の使用
回数に制限はありません）を散布します。
※各薬剤の説明をよくご覧いただいたうえでご使用ください。

薬
剤
散
布

①水深４センチ以下の浅水管理
移植後の柔らかい苗を好んで食べるジャンボタニシは、
水中でなければ苗を食べることができません。移植後３週間
程度は水深を4センチ以下に保つことで食害を低減させる
ことができます。

②水口・水尻への金網の設置
用水路には越冬に成功したジャンボタニシがたくさん！
網目が9㎜以下でゴミがつまらない金網を設置してジャンボ
タニシのほ場への侵入を防ぎましょう。

水
管
理

本記事の作成にあたっては岡山県農林水産総合センターに
ご協力・監修をいただき作成しました。

①または②のいずれかを選んで申請していただけます。
①、②ともに交付上限金額は３万円です。（集団実施の場合は１０万円）
申請用紙が必要な方は最寄りのNOSAI各支所までお問い合わせください。

緊 急 令和５年産に向けての防除対策を行いましょう

令和４年産水稲防除を目的に新規に購入した病虫害防除用薬剤
の購入費用に対して、防除実施面積10アールあたり150円を助成
します。

②病虫害防除薬剤購入助成

水稲共済損害防止事業の申請期限は10月末です
水稲共済加入者必見！

 期限迫る！！

令和４年産水稲共済の責任期間中に新規に設置した電気柵・
金網・トタン等の購入費用に対して、資材費の10％または加入
面積10アールあたり1，000円のいずれか低い金額を助成します。

①イノシシ等侵入防止施設設置資材助成

ジャンボタニシは暖かい南米出身！
寒い冬場はタニシ対策の絶好のチャンスです！
寒さを嫌うジャンボタニシは地中に潜って越冬します。
そのため、ほ場を数回耕起して寒さにさらしたり、殻を破壊する
ことで駆除することができます。また、ロータリーの回転速度を
速くして、浅く細かく耕すことでより高い効果が見込まれます。

冬場の対策　　ほ場の耕うん作業

獣 害
3,200約 万円

病 害
2,500約 万円

ジャンボタニシ
600約 万円

その他
700約 万円

令和３年産水稲共済金支払要因

インタビュー

約7,000万円

▲電気柵を張り巡らした水田
　地域まとめて１７ヘクタールの水田を防護

▲代表取締役 福島 康夫さん（写真右）と取締役 谷口 誠一さん（写真左）

ふ
く
し
ま  

や
す  

お

たにぐち せいいち
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収
穫
の
秋
を
迎
え
、
農
作
業
が
忙
し
い
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　
秋
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
収
穫
用
の
農
機
具
を

使
用
す
る
機
会
が
増
え
、
そ
の
分
農
作
業
中
に

発
生
す
る
事
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
農
作
業
中
の
事
故
に
よ
り
ケ
ガ
を
す
る

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
農
作
業
時
に
は

安
全
第
一
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新規獣医師等基礎臨床診療技術研修を開催しました
農
作
業
中
の
事
故
に

　
　 
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

令和元年度～令和３年度支払実績
※岡山県内での支払実績

コンバイン

トラクター

田植機

その他

農作業時の注意ポイント！

巻き込まれ事故に注意！

点検整備・清掃作業では、エン
ジンを必ず停止しましょう。
また、手こぎ作業は適切な服装
をし、機体の内側に手を入れ
ないようにしましょう。

体調管理も大切です！

まだまだ暑い日が続きます。
こまめな休憩と水分補給をしま
しょう。体調不良時は無理を
しないで作業を中止することも
必要です。

携帯電話を持ち歩こう！

自宅近くでの作業でも、万が
一の事故に備えて、家を出る
ときは携帯電話を必ず持ち歩く
ようにしましょう。

後進時は、より慎重に！

コンバインは、トラクター以上
に運転席から見えない死角が
多いので、特に後進時の転落・
転倒に注意しましょう。

事故が発生したら

大きな事故には、
複数人での対応を
事故により、農機具の引き上げ、
引き起こしが必要な場合には、必ず
複数人で対応しましょう。1人で
対応すると、二次的な被害につな
がる恐れがあります。

農機具共済にご加入の農機具に
損害が発生したら…
事故発生の通知が遅れると、お支
払いができない場合や、共済金が
減額となる場合があります。事故
が発生した時は速やかなご連絡を
NOSAIまでお願いします。

　NOSAIでは、職員を対象にした様々な研修を行っています。今回は、新採用された獣医師を対象とした
「新規獣医師等基礎臨床診療技術研修」の様子をお伝えします。
　本研修は、産業動物の診療、治療に必要な基礎臨床診療技術などを5日間かけて学ぶ研修会です。各日の
講師は先輩獣医師が務め、座学で講義を受けるだけではなく、牛の皮ふに見立てたゴムチューブでの縫合
練習や、牛の蹄を用いた蹄病処置などの実習も行いました。
　この研修を終え、新人獣医師たちは各自の配属先で様々な臨床現場を経験し、獣医師として成長をして
いきます。

多種多様なことをインプットし、
それを多角的にアウトプット
できるようになりたいと考えて
います。至らない点も多々ある
かと思いますが、どうかよろ
しくお願いします。

診療、繁殖の技術を１日でも
早く身に着け、また疾病に
関する知識に関しても日々
勉強し、少しでも牛と農家の
皆様に貢献できるよう日々努力
していきたいと思います。

牛や農家さんと誠実に向き
合うことを大切に、真面目に
コツコツ頑張ります。

今は毎日の診療に付いていく事
で精一杯ですが、早く共済の
力になれるように努力します。
今年の目標は「いつも機嫌
よく」です。

研修に参加した新人獣医師たち

齋喜獣医師
〈蒜山家畜診療所〉

伊藤獣医師
〈北部基幹家畜診療所〉

新里獣医師
〈北部基幹家畜診療所〉

堀間獣医師
〈北部基幹家畜診療所〉

ゴムチューブを牛の皮ふに見立てて縫合します

直腸検査の練習は
手元を隠して
本番をイメージ

実際に牛の子宮を使っ
て

薬剤を注入します
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う
ぎ
ょ
う
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う
ぎ
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う
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柳
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柳
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マ

日

葉

風
さ
そ
う　

山
の
息
吹
に　

葉
も
笑
う

悲
し
み
を　

日
に
ち
薬
で　

ち
さ
く
す
る

果
樹
園
の　

大
果
育
て
る　

新
芽
摘
み

袖
捲
り　

水
掬
い
た
る　

春
日
か
な

日
焼
け
し
た　

農
婦
の
顔
と　

手
が
光
る

里
芋
の　

葉
に
露
こ
ろ
り　

真
珠
か
な

農
業
は　

毎
日
勤
労　

無
定
年

痛
む
日
も　

あ
る
が
愛
し
い　

左
右
の
手

葉
の
色
に　

季
節
を
感
じ　

田
耕
す

野
良
仕
事　

沈
む
夕
日
を　

見
て
終
え
る

牡
丹
の
葉　

つ
ぼ
み
に
寄
り
添
い　

時
を
待
つ

不
揃
い
の　

葉
っ
ぱ
で
包
む　

か
し
わ
餅

日
が
落
ち
て　

ク
ワ
を
洗
う
手　

月
の
影

日
の
経
つ
は
早
し　

仕
事
は　

山
積
み
に

日
替
り
の　

ネ
ク
タ
イ
の
色　

妻
が
決
め

走
る
窓　

日
ご
と
濃
く
な
る　

葉
模
様
か

咲
く
花
に　

孫
と
水
や
り　

日
課
で
す

休
肝
日　

決
め
て
は
い
た
が　

ま
ず
一
杯

葉
の
揺
れ
で　

焚
き
火
と
決
め
て　

芋
二
つ

た
れ
る
穂
を　

目
指
し
て
今
日
も　

頑
張
る
ぞ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区　
山
崎 　
裕
子 

さ
ん

岡
山
市
東
区　
藤
田 　
映
子 

さ
ん

岡
山
市
中
区　
松
本 　
一
朗 

さ
ん

　
赤
磐
市　
　
岡
﨑 　
孝
江 
さ
ん

和
気
町　
　
松
原 　
文
子 
さ
ん

倉
敷
市　
　
小
合 　
和
家 

さ
ん

倉
敷
市　
　
加
藤 

紀
久
恵 

さ
ん

倉
敷
市　
　
田
中 

寿
恵
男 

さ
ん

矢
掛
町　
　
加
藤 　
光
子 

さ
ん

井
原
市　
　
今
岡 　
正
昭 

さ
ん

新
見
市　
　
小
松 　
典
子 

さ
ん

新
見
市　
　
藤
井 　
峯
子 

さ
ん

真
庭
市　
　
柴
田 　
　
誠 

さ
ん

真
庭
市　
　
近
藤 　
智
恵 

さ
ん

津
山
市　
　
妹
尾 　
四
郎 

さ
ん

鏡
野
町　
　
田
中 　
多
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さ
ん

津
山
市　
　
氏
平 　
雅
文 

さ
ん

美
作
市　
　
谷
口 　
　
亘 

さ
ん

勝
央
町　
　
田
渕 　
　
毅 

さ
ん

美
作
市　
　
下
山 

栄
美
子 

さ
ん

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
遊
」ま
た
は「
歩
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
16（
春
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区
町
村

ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
表
紙
へ
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
12（
春
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

次ページ
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の
う
ぎ
ょ
う

の
う
ぎ
ょ
う
川
柳
川
柳

テ
ー
マ

日

葉

風
さ
そ
う　

山
の
息
吹
に　

葉
も
笑
う

悲
し
み
を　

日
に
ち
薬
で　

ち
さ
く
す
る

果
樹
園
の　

大
果
育
て
る　

新
芽
摘
み

袖
捲
り　

水
掬
い
た
る　

春
日
か
な

日
焼
け
し
た　

農
婦
の
顔
と　

手
が
光
る

里
芋
の　

葉
に
露
こ
ろ
り　

真
珠
か
な

農
業
は　

毎
日
勤
労　

無
定
年

痛
む
日
も　

あ
る
が
愛
し
い　

左
右
の
手

葉
の
色
に　

季
節
を
感
じ　

田
耕
す

野
良
仕
事　

沈
む
夕
日
を　

見
て
終
え
る

牡
丹
の
葉　

つ
ぼ
み
に
寄
り
添
い　

時
を
待
つ

不
揃
い
の　

葉
っ
ぱ
で
包
む　

か
し
わ
餅

日
が
落
ち
て　

ク
ワ
を
洗
う
手　

月
の
影

日
の
経
つ
は
早
し　

仕
事
は　

山
積
み
に

日
替
り
の　

ネ
ク
タ
イ
の
色　

妻
が
決
め

走
る
窓　

日
ご
と
濃
く
な
る　

葉
模
様
か

咲
く
花
に　

孫
と
水
や
り　

日
課
で
す

休
肝
日　

決
め
て
は
い
た
が　

ま
ず
一
杯

葉
の
揺
れ
で　

焚
き
火
と
決
め
て　

芋
二
つ

た
れ
る
穂
を　

目
指
し
て
今
日
も　

頑
張
る
ぞ

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

岡
山
市
北
区　
山
崎 　
裕
子 

さ
ん

岡
山
市
東
区　
藤
田 　
映
子 

さ
ん

岡
山
市
中
区　
松
本 　
一
朗 

さ
ん

　
赤
磐
市　
　
岡
﨑 　
孝
江 
さ
ん

和
気
町　
　
松
原 　
文
子 
さ
ん

倉
敷
市　
　
小
合 　
和
家 

さ
ん

倉
敷
市　
　
加
藤 

紀
久
恵 

さ
ん

倉
敷
市　
　
田
中 

寿
恵
男 

さ
ん

矢
掛
町　
　
加
藤 　
光
子 

さ
ん

井
原
市　
　
今
岡 　
正
昭 

さ
ん

新
見
市　
　
小
松 　
典
子 

さ
ん

新
見
市　
　
藤
井 　
峯
子 

さ
ん

真
庭
市　
　
柴
田 　
　
誠 

さ
ん

真
庭
市　
　
近
藤 　
智
恵 

さ
ん

津
山
市　
　
妹
尾 　
四
郎 

さ
ん

鏡
野
町　
　
田
中 　
多
恵 

さ
ん

津
山
市　
　
氏
平 　
雅
文 

さ
ん

美
作
市　
　
谷
口 　
　
亘 

さ
ん

勝
央
町　
　
田
渕 　
　
毅 

さ
ん

美
作
市　
　
下
山 

栄
美
子 

さ
ん

今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
遊
」ま
た
は「
歩
」で
す
。応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
16（
春
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区
町
村

ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
表
紙
へ
。

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
か
や
ま
№
12（
春
号
）」で
は
、多
数
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
２０
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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◀「美味しい野菜を作り続けます」と笑顔の近藤さん

今年から専業農家に転身し露地野菜を栽培する
近藤 昌平さん（30）を紹介します。
こん どう    しょうへい

◆
農
業
に
携
わ
る
仕
事

　
近
藤
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に
、鳥
取
県
立

農
業
大
学
校
に
進
学
。小
さ
い
頃
か
ら
自
分

で
家
庭
菜
園
を
し
て
い
た
事
も
あ
り
、2
年

間
の
野
菜
コ
ー
ス
に
進
み
、農
業
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
農
業
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
、岡
山
市
の
バ
ラ
園
に
3
年
半

勤
め
た
の
ち
に
、真
庭
市
湯
原
の
実
家
に

戻
り
農
業
関
連
の
商
品
を
扱
う
会
社
に

就
職
。肥
料・農
薬
か
ら
ハ
ウ
ス
の
資
材
ま
で
、

幅
広
く
農
家
さ
ん
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

休
日
や
終
業
後
に
は
自
宅
の
ほ
場
で
露
地

野
菜
を
栽
培
し
、少
量
で
す
が
道
の
駅
な
ど

に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

◆
先
輩
か
ら
見
た
近
藤
さ
ん

　

先
輩
農
家
の
針
山 

真
司
さ
ん（
44
）は

「
真
面
目
で
き
っ
ち
り
仕
事
を
こ
な
す
青
年

で
す
。道
の
駅
で
白
ネ
ギ
の
生
産
者
の
名
前

を
見
た
時
に
、湯
原
で
野
菜
を
出
荷
し
て

い
る
若
者
が
い
る
と
知
り
、
声
を
か
け

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

専
業
農
家
に
な
っ
て
、
一
人
で
や
っ
て

い
く
自
信
を
持
て
ず
に
い
た
近
藤
さ
ん
の

力
に
な
り
た
い
と
、自
身
が
組
合
長
を
務
め
、

約
20
名
の
農
家
が
所
属
す
る
「
落
合
野
菜

果
物
出
荷
組
合
」
の
集
会
に
誘
っ
た
針
山

さ
ん
。「
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
環
境

を
作
れ
る
よ
う
、専
業
農
家
に
な
る
魅
力
や
、

経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
い
い
ま
す
。

◆
専
業
農
家
へ
の
転
身

　
「
集
会
に
参
加
し
て
相
談
し
た
こ
と
で
、

抱
え
て
い
た
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
農
業
の
話
を
す
る
先
輩
達
の

姿
を
見
て
、自
分
も
専
業
農
家
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
思
え
ま
し
た
」
と
、
令
和
４
年

３
月
に
長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
専
業

農
家
へ
と
転
身
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
同
組
合
に
所
属
し
、1・5
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
耕
地
を一人
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

先
輩
農
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
安
定

し
た
出
荷
を
実
現
し
、
兼
業
時
代
に
感
じ

て
い
た
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
毎
日
食
卓
に
並
ぶ
野
菜
を

　
近
藤
さ
ん
の
夢
は
毎
日
食
卓
に
並
ぶ

野
菜
を
作
る
こ
と
。
葉
物
野
菜
を
中
心
に
、

に
ん
じ
ん
や
玉
ね
ぎ
な
ど
六
品
目
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て

栽
培
す
る
計
画
で
す
。

　
近
藤
さ
ん
は
「
夏
場
の
葉
物
野
菜
は
病
気

に
な
り
や
す
く
、
栽
培
す
る
の
が
難
し
い

の
で
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
ま
す
。

他
の
農
家
さ
ん
が
出
荷
し
な
い
時
だ
か
ら

こ
そ
、気
候
に
負
け
な
い
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
」と
い
い
、「
作
業
は
丁
寧
に
、基
本
に

忠
実
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
食
卓
に
毎
日
並
ぶ
、
美
味
し
い

野
菜
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲自慢のホウレンソウを丁寧に収穫
　暑さに負けず収穫します

▲農業について語り合う針山さん（写真左）と近藤さん（写真右）

頑張ってます!

は
り
や
ま 

し
ん 

じ

組
織
体
制
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
ま
す

　

本
組
合
は
、
平
成
31
年
度
の
県
組
合
設
立
時

か
ら
、
再
編
前
の
組
合
等
エ
リ
ア
を
基
本
と
し
て

事
業
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
減
少
に

よ
る
事
業
規
模
の
縮
小
や
、
国
か
ら
の
農
業
共
済

事
業
事
務
費
負
担
金
の
減
額
が
続
い
て
い
る
状
況

で
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、
新
た
に
で
き
た

収
入
保
険
を
含
め
た
農
業
保
険
の
加
入
推
進
体
制
を

強
化
し
、
頻
発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
機
動
力
を
活
か
し
た
損
害
評
価
が

行
え
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
更
な
る
運
営

基
盤
の
強
化
と
効
率
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
5
年
度
か
ら
、
現
在
の
本
所

機
能
を
岡
山
県
農
業
共
済
会
館
（
岡
山
市
北
区

桑
田
町
）
に
移
転
し
て
、
現
在
の
6
家
畜
診
療
所
を

3
家
畜
診
療
所
2
出
張
所
に
、
令
和
6
年
度
か
ら
、

現
在
の
9
支
所
を
4
支
所
に
統
合
す
る
よ
う
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事務所統合の計画

支 所

家畜
診療所

新庄村

真庭市

高梁市

総社市

井原市

倉敷市

矢掛町

早島町

里庄町

新見市

鏡野町 津山市

美咲町

久米南町久米南町

美作市

備前市

瀬戸内市

赤磐市
和気町

岡山市

玉野市

奈義町

旧加茂川町

旧賀陽町

吉備中央町

勝央町

西粟倉村

笠岡市

浅口市

旧
勝
北
町美作支所

備北支所

備南支所

備前支所
本 所

生産獣医療支援センター

備中家畜診療所

備中家畜診療所 備北出張所

美作家畜診療所

美作家畜診療所 蒜山出張所

備前支所

備南支所

備北支所

美作支所

新庄村
真庭市北部

真庭市南部

高梁市

新見市

鏡野町

津山市

美咲町

久米南町久米南町

美作市

旧賀陽町

西粟倉村

備前市

瀬戸内市

赤磐市
和気町

岡山市

玉野市

旧加茂川町

吉備中央町

総社市
井原市

倉敷市

矢掛町
早島町

里庄町
笠岡市

浅口市

旧昭和町

美作家畜診療所

備中家畜診療所

美作家畜診療所
蒜山出張所

旧
勝
北
町

奈義町

勝央町

旧北房町

備中家畜診療所
備北出張所

旧大佐町

本 所

生産獣医療
支援センター

令和5年度から

令和6年度から
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◀「美味しい野菜を作り続けます」と笑顔の近藤さん

今年から専業農家に転身し露地野菜を栽培する
近藤 昌平さん（30）を紹介します。
こん どう    しょうへい

◆
農
業
に
携
わ
る
仕
事

　
近
藤
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に
、鳥
取
県
立

農
業
大
学
校
に
進
学
。小
さ
い
頃
か
ら
自
分

で
家
庭
菜
園
を
し
て
い
た
事
も
あ
り
、2
年

間
の
野
菜
コ
ー
ス
に
進
み
、農
業
の
基
礎
を

学
び
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
農
業
に
携
わ
る
仕
事
に
就
き

た
い
と
考
え
、岡
山
市
の
バ
ラ
園
に
3
年
半

勤
め
た
の
ち
に
、真
庭
市
湯
原
の
実
家
に

戻
り
農
業
関
連
の
商
品
を
扱
う
会
社
に

就
職
。肥
料・農
薬
か
ら
ハ
ウ
ス
の
資
材
ま
で
、

幅
広
く
農
家
さ
ん
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

休
日
や
終
業
後
に
は
自
宅
の
ほ
場
で
露
地

野
菜
を
栽
培
し
、少
量
で
す
が
道
の
駅
な
ど

に
出
荷
し
て
い
ま
し
た
。

◆
先
輩
か
ら
見
た
近
藤
さ
ん

　

先
輩
農
家
の
針
山 

真
司
さ
ん（
44
）は

「
真
面
目
で
き
っ
ち
り
仕
事
を
こ
な
す
青
年

で
す
。道
の
駅
で
白
ネ
ギ
の
生
産
者
の
名
前

を
見
た
時
に
、湯
原
で
野
菜
を
出
荷
し
て

い
る
若
者
が
い
る
と
知
り
、
声
を
か
け

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

専
業
農
家
に
な
っ
て
、
一
人
で
や
っ
て

い
く
自
信
を
持
て
ず
に
い
た
近
藤
さ
ん
の

力
に
な
り
た
い
と
、自
身
が
組
合
長
を
務
め
、

約
20
名
の
農
家
が
所
属
す
る
「
落
合
野
菜

果
物
出
荷
組
合
」
の
集
会
に
誘
っ
た
針
山

さ
ん
。「
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
環
境

を
作
れ
る
よ
う
、専
業
農
家
に
な
る
魅
力
や
、

経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
い
い
ま
す
。

◆
専
業
農
家
へ
の
転
身

　
「
集
会
に
参
加
し
て
相
談
し
た
こ
と
で
、

抱
え
て
い
た
不
安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
に
農
業
の
話
を
す
る
先
輩
達
の

姿
を
見
て
、自
分
も
専
業
農
家
に
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
思
え
ま
し
た
」
と
、
令
和
４
年

３
月
に
長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
、
専
業

農
家
へ
と
転
身
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
同
組
合
に
所
属
し
、1・5
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
耕
地
を一人
で
管
理
し
て
い
ま
す
。

先
輩
農
家
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
安
定

し
た
出
荷
を
実
現
し
、
兼
業
時
代
に
感
じ

て
い
た
不
安
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
毎
日
食
卓
に
並
ぶ
野
菜
を

　
近
藤
さ
ん
の
夢
は
毎
日
食
卓
に
並
ぶ

野
菜
を
作
る
こ
と
。
葉
物
野
菜
を
中
心
に
、

に
ん
じ
ん
や
玉
ね
ぎ
な
ど
六
品
目
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て

栽
培
す
る
計
画
で
す
。

　
近
藤
さ
ん
は
「
夏
場
の
葉
物
野
菜
は
病
気

に
な
り
や
す
く
、
栽
培
す
る
の
が
難
し
い

の
で
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
ま
す
。

他
の
農
家
さ
ん
が
出
荷
し
な
い
時
だ
か
ら

こ
そ
、気
候
に
負
け
な
い
工
夫
を
し
て
い
き

た
い
」と
い
い
、「
作
業
は
丁
寧
に
、基
本
に

忠
実
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
の
食
卓
に
毎
日
並
ぶ
、
美
味
し
い

野
菜
を
作
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲自慢のホウレンソウを丁寧に収穫
　暑さに負けず収穫します

▲農業について語り合う針山さん（写真左）と近藤さん（写真右）

頑張ってます!

は
り
や
ま 

し
ん 

じ

組
織
体
制
の
見
直
し
を

検
討
し
て
い
ま
す

　

本
組
合
は
、
平
成
31
年
度
の
県
組
合
設
立
時

か
ら
、
再
編
前
の
組
合
等
エ
リ
ア
を
基
本
と
し
て

事
業
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
減
少
に

よ
る
事
業
規
模
の
縮
小
や
、
国
か
ら
の
農
業
共
済

事
業
事
務
費
負
担
金
の
減
額
が
続
い
て
い
る
状
況

で
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、
新
た
に
で
き
た

収
入
保
険
を
含
め
た
農
業
保
険
の
加
入
推
進
体
制
を

強
化
し
、
頻
発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
で
も
、
機
動
力
を
活
か
し
た
損
害
評
価
が

行
え
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
更
な
る
運
営

基
盤
の
強
化
と
効
率
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
5
年
度
か
ら
、
現
在
の
本
所

機
能
を
岡
山
県
農
業
共
済
会
館
（
岡
山
市
北
区

桑
田
町
）
に
移
転
し
て
、
現
在
の
6
家
畜
診
療
所
を

3
家
畜
診
療
所
2
出
張
所
に
、
令
和
6
年
度
か
ら
、

現
在
の
9
支
所
を
4
支
所
に
統
合
す
る
よ
う
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事務所統合の計画

支 所

家畜
診療所

新庄村

真庭市

高梁市

総社市

井原市

倉敷市

矢掛町

早島町

里庄町

新見市

鏡野町 津山市

美咲町

久米南町久米南町

美作市

備前市

瀬戸内市

赤磐市
和気町

岡山市

玉野市

奈義町

旧加茂川町

旧賀陽町

吉備中央町

勝央町

西粟倉村

笠岡市

浅口市

旧
勝
北
町美作支所

備北支所

備南支所

備前支所
本 所

生産獣医療支援センター

備中家畜診療所

備中家畜診療所 備北出張所

美作家畜診療所

美作家畜診療所 蒜山出張所

備前支所

備南支所

備北支所

美作支所

新庄村
真庭市北部

真庭市南部

高梁市

新見市

鏡野町

津山市

美咲町

久米南町久米南町

美作市

旧賀陽町

西粟倉村

備前市

瀬戸内市

赤磐市
和気町

岡山市

玉野市

旧加茂川町

吉備中央町

総社市
井原市

倉敷市

矢掛町
早島町

里庄町
笠岡市

浅口市

旧昭和町

美作家畜診療所

備中家畜診療所

美作家畜診療所
蒜山出張所

旧
勝
北
町

奈義町

勝央町

旧北房町

備中家畜診療所
備北出張所

旧大佐町

本 所

生産獣医療
支援センター

令和5年度から

令和6年度から
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「
ル
レ
ー
ヴ 

ド
ゥ 

パ
リ
」は
昨
年
３
月
に

新
見
市
哲
多
町
花
木
地
区
に
移
転
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

店
主
の
佐
伯
奈
未
加
さ
ん
が
、パ
リ
で

感
動
し
た
ス
イ
ー
ツ
や
雰
囲
気
を
花
木
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
再
現
し
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
た
お
し
ゃ
れ
な
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

で
す
。

 

店
内
で
は
ケ
ー
キ
、ア
イ
ス
、ク
レ
ー
プ

な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
取
り
揃
え
ら

れ
て
い
ま
す
。中
で
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、

手
作
り
ア
イ
ス
の
イ
チ
ゴ
ス
ペ
シ
ャ
ル
や

紅
茶
い
ち
じ
く
で
す
。見
た
目
を
意
識
し

つ
つ
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
に
こ
だ
わ
っ
た

自
信
作
で
す
。ア
イ
ス
の
フ
レ
ー
バ
ー
は

約
１０
種
あ
る
の
で
お
気
に
入
り
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ち
ら
の
店
舗
で
は
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

手
作
り
ド
ー
ナ
ツ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

自
家
製
小
麦
や
エ
サ
に
投
薬
の
な
い
平
飼

有
精
卵
、よ
つ
葉
バ
タ
ー
の
使
用
な
ど
素
材

か
ら
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
含
め
て

た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

新
見
へ
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

奈
義
町
豊
沢
に
あ
る「
奈
義
町
現
代

美
術
館（
通
称
Ｎａｇ
ｉ 

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）」は
、

平
成
６
年
に
開
館
し
た
、常
設
の
体
感
型

美
術
館
で
す
。開
館
当
時
に
は
、珍
し
い

体
感
型
美
術
館
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
３
つ
の
展
示
室
が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ「
月
」、「
太
陽
」、「
大
地
」を
表
現
し
て

い
ま
す
。
建
築
と
美
術
が
一
体
化
し
て

お
り
、
こ
こ
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
芸
術
を
目
で
見
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
に
著
名
な
芸
術
家
に
よ
る

企
画
展
や
、音
楽
と
美
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、観
覧
料
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、年
に
数
回
、無
料
開
館
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、美
術
館
周
辺
に
は
美
味
し
い

ピ
ザ
の
お
店
も
あ
り
、１
日
楽
し
め
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
喧
騒
を
忘
れ
、現
代
美
術
を
体
感

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

@
agri_farm

_akiyam
a

注
文
し
て
か
ら
握
る
た
め
、
い
つ
で
も
ほ
か

ほ
か
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
総
社
の
豊
か
な
土
と
水
で

育
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
１１
月
に
営
業
を
開
始
し
た

「
お
に
ぎ
り
専
門
店 

総
社
お
に
ぎ
り 

あ
き

山
」
は
、「
地
域
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
・

地
域
の
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
た
、
地
元
農
家
の
秋
山
尚
太

さ
ん
が
経
営
す
る
お
に
ぎ
り
専
門
店
で
す
。

　
十
数
種
類
に
及
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
飯
の

お
い
し
さ
が
引
き
立
つ
こ
と
を
念
頭
に
、

試
食
を
重
ね
に
重
ね
て
選
び
抜
か
れ
た

自
信
の
具
材
ば
か
り
。
定
番
の
も
の
か
ら

変
わ
り
種
の
も
の
ま
で
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

お
に
ぎ
り
専
門
店  

総
社
お
に
ぎ
り 

あ
き
山

住　
所　
総
社
市
中
央
３
丁
目
２
-１
０
８

電　
話　
０
８
０
-４
８
７
９
-４
８
６
５

営
業
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
2
時

　
　
　
　

  （
ご
飯
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

さ  

い
き  

な    

み   

か

新
見
支
所
管
内

幸
せ
の
お
菓
子

ル
レ
ー
ヴ  

ド
ゥ  

パ
リ（
新
見
市
）

倉
敷
支
所
管
内

お
に
ぎ
り
専
門
店

総
社
お
に
ぎ
り 

あ
き
山（
総
社
市
）

あ
き 

や
ま
し
ょ
う 

た

勝
英
支
所
管
内

奈
義
町
現
代
美
術
館（
奈
義
町
）

幸
せ
の
お
菓
子  

ル
レ
ー
ヴ  

ド
ゥ  

パ
リ

住　
所　
新
見
市
哲
多
町
花
木
３
１
８
４
-３

電　
話　
０
８
６
７
-８
８
-８
９
９
１

営
業
日　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

 

（
月
曜
日
・
金
曜
日 

※
週
に
よ
り
未
定
）

定
休
日　
火
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

@
lerevedeparis

※
営
業
日
は
毎
週
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

奈
義
町
現
代
美
術
館

住　
所　
勝
田
郡
奈
義
町
豊
沢
４
４
１

電　
話　
０
８
６
８
-３
６
-５
８
１
１

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　
　
　

  （
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
１６
時
３０
分
ま
で
）

観
覧
料
金　
一
般
・
大
学
生　
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生　
５
０
０
円

            　
　
小
・
中
学
生　
３
０
０
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
休
館

　
日
等
、変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
入
館
の
際
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tow

n.nagi.

　
　
　
　
　

okayam
a.jp/m

oca/

▲展示室「太陽」
　円柱状の展示室となっており、
　不思議な雰囲気を感じることができます

▲展示室「月」
　全体が月の形になっており、
　やすらぎの空間を演出しています

▲店内には素材からこだわった
　たくさんのお菓子がぎっしり

▲炊き方にもこだわりを込めた
　おにぎり

▲白を基調とした店舗
　カウンターから注文します

▲秋山さんが丹精込めて
　栽培した自家ブランド米
　「にこっとライス」

チョコバナナと
ランチクレープ

ボリューム満点
パリクレープ

看板娘のとろとろプリン、
レモンケーキ、

濃厚ブルーベリーのチーズケーキ

人気商品

一度食べたらハマります

テイクアウト
専門です

支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「倉敷支所」「新見支所」「勝英支所」管内を紹介します。

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP 新見支所新見支所 勝英支所勝英支所

倉敷支所倉敷支所
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「
ル
レ
ー
ヴ 

ド
ゥ 

パ
リ
」は
昨
年
３
月
に

新
見
市
哲
多
町
花
木
地
区
に
移
転
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

店
主
の
佐
伯
奈
未
加
さ
ん
が
、パ
リ
で

感
動
し
た
ス
イ
ー
ツ
や
雰
囲
気
を
花
木
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
再
現
し
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
た
お
し
ゃ
れ
な
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

で
す
。

 

店
内
で
は
ケ
ー
キ
、ア
イ
ス
、ク
レ
ー
プ

な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
取
り
揃
え
ら

れ
て
い
ま
す
。中
で
も
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
が
、

手
作
り
ア
イ
ス
の
イ
チ
ゴ
ス
ペ
シ
ャ
ル
や

紅
茶
い
ち
じ
く
で
す
。見
た
目
を
意
識
し

つ
つ
シ
ン
プ
ル
な
味
付
け
に
こ
だ
わ
っ
た

自
信
作
で
す
。ア
イ
ス
の
フ
レ
ー
バ
ー
は

約
１０
種
あ
る
の
で
お
気
に
入
り
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ち
ら
の
店
舗
で
は
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

手
作
り
ド
ー
ナ
ツ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

自
家
製
小
麦
や
エ
サ
に
投
薬
の
な
い
平
飼

有
精
卵
、よ
つ
葉
バ
タ
ー
の
使
用
な
ど
素
材

か
ら
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
含
め
て

た
く
さ
ん
の
お
菓
子
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

新
見
へ
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

奈
義
町
豊
沢
に
あ
る「
奈
義
町
現
代

美
術
館（
通
称
Ｎａｇ
ｉ 

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）」は
、

平
成
６
年
に
開
館
し
た
、常
設
の
体
感
型

美
術
館
で
す
。開
館
当
時
に
は
、珍
し
い

体
感
型
美
術
館
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
３
つ
の
展
示
室
が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ「
月
」、「
太
陽
」、「
大
地
」を
表
現
し
て

い
ま
す
。
建
築
と
美
術
が
一
体
化
し
て

お
り
、
こ
こ
で
し
か
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
芸
術
を
目
で
見
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
に
著
名
な
芸
術
家
に
よ
る

企
画
展
や
、音
楽
と
美
術
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、観
覧
料
金
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、年
に
数
回
、無
料
開
館
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、美
術
館
周
辺
に
は
美
味
し
い

ピ
ザ
の
お
店
も
あ
り
、１
日
楽
し
め
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
喧
騒
を
忘
れ
、現
代
美
術
を
体
感

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

@
agri_farm

_akiyam
a

注
文
し
て
か
ら
握
る
た
め
、
い
つ
で
も
ほ
か

ほ
か
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
総
社
の
豊
か
な
土
と
水
で

育
っ
た
お
に
ぎ
り
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
令
和
２
年
１１
月
に
営
業
を
開
始
し
た

「
お
に
ぎ
り
専
門
店 

総
社
お
に
ぎ
り 

あ
き

山
」
は
、「
地
域
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
・

地
域
の
味
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
た
、
地
元
農
家
の
秋
山
尚
太

さ
ん
が
経
営
す
る
お
に
ぎ
り
専
門
店
で
す
。

　
十
数
種
類
に
及
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ご
飯
の

お
い
し
さ
が
引
き
立
つ
こ
と
を
念
頭
に
、

試
食
を
重
ね
に
重
ね
て
選
び
抜
か
れ
た

自
信
の
具
材
ば
か
り
。
定
番
の
も
の
か
ら

変
わ
り
種
の
も
の
ま
で
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

お
に
ぎ
り
専
門
店  

総
社
お
に
ぎ
り 

あ
き
山

住　
所　
総
社
市
中
央
３
丁
目
２
-１
０
８

電　
話　
０
８
０
-４
８
７
９
-４
８
６
５

営
業
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
2
時

　
　
　
　

  （
ご
飯
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

さ  

い
き  

な    

み   

か

新
見
支
所
管
内

幸
せ
の
お
菓
子

ル
レ
ー
ヴ  

ド
ゥ  

パ
リ（
新
見
市
）

倉
敷
支
所
管
内

お
に
ぎ
り
専
門
店

総
社
お
に
ぎ
り 

あ
き
山（
総
社
市
）

あ
き 

や
ま
し
ょ
う 

た

勝
英
支
所
管
内

奈
義
町
現
代
美
術
館（
奈
義
町
）

幸
せ
の
お
菓
子  

ル
レ
ー
ヴ  

ド
ゥ  

パ
リ

住　
所　
新
見
市
哲
多
町
花
木
３
１
８
４
-３

電　
話　
０
８
６
７
-８
８
-８
９
９
１

営
業
日　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

 

（
月
曜
日
・
金
曜
日 

※
週
に
よ
り
未
定
）

定
休
日　
火
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　

@
lerevedeparis

※
営
業
日
は
毎
週
異
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

奈
義
町
現
代
美
術
館

住　
所　
勝
田
郡
奈
義
町
豊
沢
４
４
１

電　
話　
０
８
６
８
-３
６
-５
８
１
１

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　
　
　

  （
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
１６
時
３０
分
ま
で
）

観
覧
料
金　
一
般
・
大
学
生　
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生　
５
０
０
円

            　
　
小
・
中
学
生　
３
０
０
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
休
館

　
日
等
、変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
入
館
の
際
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.tow

n.nagi.

　
　
　
　
　

okayam
a.jp/m

oca/

▲展示室「太陽」
　円柱状の展示室となっており、
　不思議な雰囲気を感じることができます

▲展示室「月」
　全体が月の形になっており、
　やすらぎの空間を演出しています

▲店内には素材からこだわった
　たくさんのお菓子がぎっしり

▲炊き方にもこだわりを込めた
　おにぎり

▲白を基調とした店舗
　カウンターから注文します

▲秋山さんが丹精込めて
　栽培した自家ブランド米
　「にこっとライス」

チョコバナナと
ランチクレープ

ボリューム満点
パリクレープ

看板娘のとろとろプリン、
レモンケーキ、

濃厚ブルーベリーのチーズケーキ

人気商品

一度食べたらハマります

テイクアウト
専門です

支所管内でノーサイくんが探検したおすすめスポットを紹介します。
今回は「倉敷支所」「新見支所」「勝英支所」管内を紹介します。

ノーサイくん探検MAPノーサイくん探検MAP 新見支所新見支所 勝英支所勝英支所

倉敷支所倉敷支所

1011


